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1.　はじめに

城西短期大学では毎年新入生に対して英語力調査を実施している。今年度は、2024 年 4 月

に第 1 回目が実施され、外国人留学生を除く 40 名の短期大学ビジネス総合学科 1 年生が受験

した。この調査は英語における専門的学習成果を測定する目的で、2002 年度から毎年 4 月と 1

月（年度によっては 12 月）に年 2 回実施している。ただし、2020 年度は新型コロナウイルス

感染拡大により前期・後期ともオンライン授業となったため、1 月にオンライン形式で実施し

たデータのみを参考値として扱っている。また、2018 年度および 2019 年度は、筆者の海外勤

務により調査が実施できず、データが存在しない。

短期大学を取り巻く環境が大きく変化したことにより、それに伴い様々なタイプの学生が入

学するようになった。短期大学入学生の英語力低下の傾向は年々顕著になり、特に優秀な学生

の入学も以前に比べると少なくなった。それに加えて、ある程度基礎力のある学生とあまり基

礎力のない学生との差が以前より大きくなったように感じられる。そのため、実際の授業に入

る前に学生一人一人の英語力がどの程度であるかをあらかじめ認識しておくことがより必要と

なっている。また本学科は、専門的学習成果を「職業人として活躍できる幅広い教養と、英

語、情報、メディア、会計、販売・接客、事務処理等のビジネススキル」と定め、さらに、コ

ミュニケーション基礎英語の学習成果を「実際のコミュニケーションで活用できる基礎的な英

語力」と定めており、その測定方法も求められている。このような観点から、本学では新入生

全員に対して毎年英語力調査を実施しており、その調査結果を基に、坂戸キャンパスの一年次

の必修科目であるコミュニケーション基礎英語を能力別のクラス編成にし、これまで以上に授

業の効率化と学生のレベルアップを図るとともに、1 年後の 12 月或いは 1 月の最終授業時に

前回と全く同じ条件で同じ試験を実施して、どれだけスコアが伸びたかを調査し、上記の学習

成果の測定を試みる取り組みを行っている。本論は、本年度学生の英語力調査の結果をそれ以

前の学生の結果と比較することにより、本年度に入学した学生の英語力がこれまでの学生とど

う違うのかということを明らかにするとともに、1 年後の結果とも比較することにより、年間

を通じてどの程度学習成果を獲得できたのかを測定しようとする試みである。
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2.　2002（平成 14）年度から昨年度までの英語力調査の結果についての検証

はじめに、2002（平成 14）年度の英語力調査から振り返ってみたい。2002 年度に英語力調

査の問題を改訂し、それ以降、現在まで継続して同じ問題を使用しているので、年度ごとの

比較が可能となっている。出題形式は全問マークシート方式、試験時間は 1 時間、全 50 問で

100 点満点の試験であった。93 名が受験し、全体の平均点は約 56.9 点であった。学科別の受

験者数と平均点は表 1 の通りである。

表 1　2002 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

経営情報実務 67 名 約 57.8 点
現 代 文 化 26 名 約 54.7 点
全　　　　体 93 名 約 56.9 点

実際の得点分布を見てみると、かなり大きな広がりを持っていたことが分かる。90 点以上の

かなり基礎力のある学生が 6 名、次いで 75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生が 10

名、29 点以下のほとんど基礎力のない学生が 7 名おり、その中間に 30 点から 74 点までの中間

層があった。中間層の中にもいくつかの山があり、60 点から 74 点までの上位の層（26 名）と

45 点から 59 点までの中位の層（24 名）と 30 点から 44 点までの下位の層（20 名）とにおおよ

そ分類でき、この3つの層が2002年度の新入生に占める割合は実に75パーセントを超えていた。

次に、2003（平成 15）年度の結果について見てみたい。59 名の新入生全員が受験し、全体

の平均点は約 54.5 点であった。学科別の受験者数と平均点は表 2 の通りである。

表 2　2003 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

経営情報実務 47 名 約 55.0 点
現 代 文 化 12 名 約 52.6 点
全 　 　 　 体 59 名 約 54.5 点

前年度の英語力調査の平均点と比較すると、経営情報実務学科においては 2.8 点、現代文化

学科においては 2.1 点、全体では 2.4 点下がった。また、この年度も経営情報実務学科の平均

点の方が現代文化学科よりも高い結果となった。得点分布の形にもある程度の変化が見られ

た。前年度と違う点は、90 点以上のかなり基礎力のある学生がひとりもいなくなった（前年

度は 6 名）ことと、中間層の領域の形が逆転したことであった。30 点から 74 点までの中間層
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にはいくつかの山があることが前年度の英語力調査で分かっていた。そして、前年度は 60 点

から 74 点までの上位の層に 26 名、45 点から 59 点までの中位の層に 24 名、30 点から 44 点ま

での下位の層に 20 名の学生がいて、得点層が上位になればなるほどそれだけ学生数も多かっ

たが、2003 年度は上位の層に 16 名、中位の層に 17 名、下位の層に 17 名と、中間よりやや下

に比重が移っていた。

次に、2004（平成 16）年度の結果について検討したい。43 名の新入生が受験し、全体の平

均点は約 50.5 点であった。学科別の受験者数と平均点は表 3 の通りである。

表 3　2004 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

経営情報実務 33 名 約 50.5 点
現 代 文 化 10 名 約 50.4 点
全 　 　 　 体 43 名 約 50.5 点

前年度の平均点と比較すると、経営情報実務学科においては 4.5 点、現代文化学科において

は 2.2 点、全体では 4.0 点下がった。2002 年度から年々下降の一途をたどっていて、短大に入

学してくる学生の英語基礎力が年々低下していたことを如実に示す結果となっていた。全体の

得点分布は基本的には前年度とそれほど変わっておらず、前年度をほぼ継承していた。90 点

以上のかなり基礎力のある学生がひとりもいなくなったことも、中間層の形が逆転したことも

前年度と同様であった。75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生は 5 名となり、前年

より 3 名減少した。中間層の中を詳しく見てみると、60 点から 74 点までの上位の層に 9 名、

45 点から 59 点までの中位の層に 13 名、30 点から 44 点までの下位の層に 13 名の学生がいた。

2002 年度には、得点層が上位になればなるほどそれだけ学生数も多かったが、2003 年度から

中下位に比重が移り、その傾向は 2004 年度も続いていた。

次に、2005（平成 17）年度の結果について検討したい。80 名が受験し、全体の平均点は約

56.5 点であった。学科別の受験者数と平均点は表 4 の通りである。

表 4　2005 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

経営情報実務 57 名 約 56.9 点
現 代 文 化 23 名 約 55.5 点
全 　 　 　 体 80 名 約 56.5 点

前年度の平均点と比較すると、経営情報実務学科においては 6.4 点、現代文化学科において
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は 5.1 点、短大全体では 6.0 点上昇した。前の年の平均点を上回ったのは初めてのことであった。

2005 年度は、奨学金制度が充実していたため、高等学校の評定平均値 3.5 以上の学生が多く入

学し、基礎学力を持って入学した新入生たちが平均点を押し上げた。数値的に見て、2002 年度

の水準まで上昇した結果となった。全体の得点分布を見ても、短大全体では 6.0 点も平均点が

上昇したので、まったく異なった形になった。90 点以上のかなり基礎力のある学生はひとりも

いなかったが、75 点から 89 点の範囲にある、ある程度基礎力のある学生が 19 名おり、この層

が本学を牽引する存在となっていた。受験者数が 80 名なので、約 4 人に 1 人がここに属して

いたことになり、この年度の躍進を支えた原動力のひとつになっていた。29 点以下のほとんど

基礎力のない学生が 6 名いたが、この割合は前年度とほぼ同じであった。30 点から 74 点まで

の中間層は 55 名であった。この中間層の中を詳しく見てみると、60 点から 74 点までの上位の

層に 18 名、45 点から 59 点までの中位の層に 16 名、30 点から 44 点までの下位の層に 21 名の

学生がいた。前年度は、得点層が下位になればなるほどそれだけ学生数も多かったが、2005 年

度はどの層にもほぼ均等に数が分布していた。2003 年度から中下位に比重が移ってきていて、

平均点を下げる最大の理由となっていたが、2005 年度になってようやくその流れが変わった。

次に、2006（平成 18）年度の結果について検討したい。82 名が受験し、全体の平均点は約

48.3 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 5 である。

表 5　2006 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 82 名 約 48.3 点

この年度に経営情報実務学科と現代文化学科が統合されてビジネス総合学科が誕生した。

新学科になって初めての英語力調査であったが、前年度の平均点約 56.5 点から 8.2 点下落の約

48.3 点となった。前年度にいったん上昇に転じたが、2006 年度にまた大きく下げた。上昇の

流れがわずか一年で途絶えてしまった。全体の得点分布を見てみると、受験者数は前年とほぼ

同数であったにもかかわらず、形は前年とまったく違うものになっていた。前年はどの層にも

ほぼ均等に数が分布していた。基礎力のない学生もいたが、基礎力のある学生もほぼ同数いた。

特に、前年は 75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生が 19 名もいて、この層が本学

の全体的な底上げの役目を果たしていたが、2006 年度はその層には 6 名しかいなかった。ピー

クは 40 ～ 44 点のところにあり、16 名が集中していた。29 点以下のほとんど基礎力のない学

生が 9 名いたが、この層に関しては、前年の 6 名と大差がなかったと考えてよいであろう。90

点以上のかなり基礎力のある学生がひとりもいなかったことも前年と同様であった。中間層の

上位の層には 15 名おり、前年の 18 名とほとんど変わりはなかった。しかし、中位の層は前年
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の 16 名から 7 名増の 23 名、下位の層は 21 名から 8 名増の 29 名となっており、中間層の中で

もとりわけ中下位の増加が目についた。つまり、75 点から 89 点までのある程度基礎力のある

学生の層が減少した分がここに集まっていたのである。前年度は奨学金制度が充実していた年

度であり、高校の評定平均値 3.5 以上の学生が多く入学し、ある程度基礎力のある学生の層の

中核となっていたが、2006 年度は奨学金制度の廃止に伴い、その層が激減し、代わりに中間

層の中下位の学生が増えた。これが平均点を 8.2 点下げた最大の原因であった。

次に、2007（平成 19）年度の結果について検討したい。受験者数 69 名、全体の平均点は約

51.0 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 6 である。

表 6　2007 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 69 名 約 51.0 点

ビジネス総合学科になって 2 回目の英語力調査であったが、前年度の平均点約 48.3 点から 2.7

点上昇の約 51.0 点となった。前年度と比べ、平均点が若干上昇したため得点分布の形状にわ

ずかな変化が見られたが、特に大きな変化ではなかった。得点のより低い層により多くの学生

が集中するというそれまでの傾向を継承していたと言ってよいであろう。30 点から 74 点まで

の中間層を見てみると、60 点から 74 点までの上位の層に 12 人、45 点から 59 点までの中位の

層に 18 人、30 点から 44 点までの下位の層に 22 人となっており、やはり基礎力のない学生の

多さが目立った。75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生の層は、前年の 6 名から 11

名に増加していた。前年度のピークは 40 ～ 44 点のところにあったが、2007 年度は 50 ～ 54

点に移動しており、これらが 2007 年度の英語力調査の明るい材料であった。

次に、2008（平成 20）年度の結果について検討したい。受験者数 81 名、全体の平均点は約

51.0 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 7 である。

表 7　2008 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 81 名 約 51.0 点

受験者数は 12 名増加、平均点は前年とほぼ同じであった。だが、前年度と比べ、得点分布

の形はわずかに異なっていた。ピークは 50 ～ 54 点と 40 ～ 44 点のところにあり、いずれも

10 名。30 点から 74 点までの中間層を見てみると、60 点から 74 点までの上位の層に 15 人、

45 点から 59 点までの中位の層に 23 人、30 点から 44 点までの下位の層に 22 人となっており、
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中位の層が下位の層を 1 名ではあるが上回った。得点のより低い層により多くの学生が集中し

やすい傾向は変わっていなかったが、中位の層が増加したことはよい材料であった。85 ～ 89

点の層に 5 名、90 点以上のかなり基礎力のある学生が 2 名いたことも喜ばしいことであった

が、29 点以下のほとんど基礎力のない学生が 11 名（前年は 6 名）おり、平均点が上がらない

原因になっていた。かなりできる学生もいたが、それと同数のまったくできない学生もいて、

平均すると前年並みであった。

次に、2009（平成 21）年度の結果について検討したい。受験者数 69 名、全体の平均点は約

46.0 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 8 である。

表 8　2009 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 69 名 約 46.0 点

受験者数は 12 名減少、平均点は前年と比べ 5 点マイナスであった。得点分布の形も当然異

なっていた。前年度のピークは 50 ～ 54 点と 40 ～ 44 点のところ（いずれも 10 名）にあったが、

2009年度は30～34点のところに下がってきており、12名の学生がここにいた。また、第2のピー

クもその前後の 40 ～ 44 点と 20 ～ 24 点にあり、低得点層の膨らみが目立った。30 点から 74

点までの中間層を見てみると、60 点から 74 点までの上位の層に 14 名、45 点から 59 点までの

中位の層に 14 名、30 点から 44 点までの下位の層に 24 名となっており、下位の層の占める割

合がかなり多かった。29 点以下のほとんど基礎力のない学生も 12 名おり、前年と同様、この

層が平均点を大きく押し下げていた。90 点以上のかなり基礎力のある学生が 2 名（内 1 名は

留学経験者）いたことが唯一の明るい材料であった。

次に、2010（平成 22）年度の結果について検討したい。受験者数 81 名、全体の平均点は約

53.5 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 9 である。

表 9　2010 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 81 名 約 53.5 点

受験者数は 12 名増加、平均点は前年と比べ 7.5 点上昇であった。前年と比べて平均点が大

きく上昇した年は過去には 2005 年度のみであったので、これが二度目ということになる。7.5

点の上昇は 2005 年度の 6.0 点を上回っていた。2005 年度は奨学金制度が充実し、多くの優秀

な学生が入学して平均点が上昇した。しかし2010年度は2005年度のような奨学金制度はなかっ
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たが、大きく平均点が上昇した。その原動力となったのが 3 月の入試で入学した学生達であっ

た。彼らのほとんどが城西大学やその他文系の 4 年制大学の受験に失敗し、第二希望で短大に

入学した。一度は受験勉強をやった実績と短大卒業後に編入したいという気持ちを持ち合わせ

た彼らが平均点を押し上げたのだと思う。これまでの短大入学生はいわゆる受験というものを

経験しないで入学することが多かった。そのような状況の中で、2010 年度は受験に失敗した

者たちが新しい風を吹かせてくれた。得点分布の形を見てみると、前年度のピークは 30 ～ 34

点のところにあり、12 名の学生がそこにいた。また、第 2 のピークもその前後の 40 ～ 44 点

と 20 ～ 24 点にあり、低得点層の膨らみが目立っていた。それに対して、2010 年度のピーク

は 50 ～ 54 点と 40 ～ 44 点のところに上がってきていて、10 名の学生がここにいた。第 2 のピー

クは下方 30 ～ 34 点のところ（前年度のピーク）に 9 名いたが、70 ～ 74 点に 7 名、60 ～ 64

点に 6 名、両ピーク間の 45 ～ 49 点に 6 名おり、前年の下膨れした形とは明らかに異なってい

た。29 点以下のほとんど基礎力のない学生は前年の 12 名から 8 名に減っていた。90 点以上の

かなり基礎力のある学生は 4 名おり、前年より 2 名増えていた。

次に、2011（平成 23）年度の結果について見てみたい。57 名が受験し、全体の平均点は約

43.7 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 10 である。

表 10　2011 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 57 名 約 43.7 点

受験者数は 24 名減少、平均点は前年と比べ 9.8 点下落であった。受験者数は大幅減、平均

点も調査を始めてから現在までの過去最低、下げ幅も過去最大であった。前年に 7.5 点と大幅

に上昇しただけに残念な結果であった。過去に平均点が前年より大きく上昇した年度は 2005

年度と 2010 年度の二度であったが、いずれも翌年には大きく平均点を下げていた。特に 2011

年度の下げ幅は大きく、2006 年度の 8.2 点下落を上回っていた。2005 年度は、奨学金制度が

充実していた年度であり、多くの優秀な学生が入学して平均点が上昇した。また 2010 年度は、

4 年制大学の受験に失敗して短大第二希望で入学した学生たちが、短大卒業後に 4 年制大学に

編入したいと強く思い、また受験勉強をした経験を活かして平均点を押し上げた。このように

考えてみると、2005 年度と 2010 年度の二年だけが例外なのであって、当時の短大入学者の英

語基礎力は年々著しく下がっていたと言わざるをえない。得点分布を見てみると、ピークは

40 ～ 44 点のところにあり、12 名の学生がここにいた。第 2 のピークは 50 ～ 54 点のところに

8 名いたが、1 名少ない 7 名の学生が 20 ～ 24 点のところにいて第 3 のピークを形成していた。

90 点以上のかなり基礎力のある学生はいなくなり、最高点は 86 点、次点は 78 点であった。
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グラフの形も以前の下膨れした形にもどってしまった。39 点以下の学生が 20 名もおり、それ

が全体の 35 パーセント以上を占めるという散々な結果であった。

次に、2012（平成 24）年度の結果について見てみたい。54 名が受験し、全体の平均点は約

44.9 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 11 である。

表 11　2012 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 54 名 約 44.9 点

受験者数は 3 名減少、平均点は前年と比べ 1.2 点の上昇であった。前年の英語力調査で過去

最低を記録し、2012 年度の結果が注目されたが、受験者数も平均点も前年とほぼ同程度の結

果となった。依然として短大始まって以来の過去最低水準であった。平均点が 45 点を下回っ

た年は 2011 年と 2012 年の二年だけであり、いかにこの年の短大 1・2 年生に英語基礎学力が

不足していたのかがよく分かる。得点分布の形を見てみると、前年度と同様ピークは 40 ～ 44

点のところにあり、12 名の学生がここにいた。30 ～ 34 点に 8 名、50 ～ 54 点に 7 名おり、こ

れらが第 2 のピークを形成していた。第 3 のピークは 65 ～ 69 点と 20 ～ 24 点にあり、それぞ

れ 6 名の学生がいた。最高点は 92 点、次点は 88 点であり、その次はずっと下って 74 点であっ

た。2002 年以来、30 点から 74 点までの層を中間層としてきたが、2012 年度はその中間層以

下が 54 名中 52 名を占め、かつてはある程度存在していたそれ以上の層がほぼ消滅してしまっ

た。中間層の中を詳しく見てみると、60 点から 74 点までの上位の層に 9 名、45 点から 59 点

までの中位の層に 13 名、30 点から 44 点までの下位の層に 21 名となっていて、やはり下位の

層ほど人数が多くなっていた。29 点以下のほとんど基礎力のない学生は 9 名、90 点以上のか

なり基礎力のある学生は 1 名であった。

次に、2013（平成 25）年度の結果について見てみたい。51 名が受験し、全体の平均点は約

45.8 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 12 である。

表 12　2013 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 51 名 約 45.8 点

受験者数は 3 名減少、平均点は前年と比べ 1.2 点の上昇であった。過去二年続けて最低レベ

ルに留まっていたが、受験者数も平均点も前年とほぼ同程度であった。2011 年度から 2013 年

度にかけては、三年連続 45 点前後というかつて経験したことのないほどの低い結果であった。
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得点分布の形を見てみると、ピークは 40 ～ 44 点と 30 ～ 34 点のところにあり、それぞれ 9 名

の学生がここにいた。第 2 のピークは 55 ～ 59 点にあり、7 名の学生がいた。次いで、45 ～

49 点のところに 6 名、50 ～ 54 点と 35 ～ 39 点のところにそれぞれ 5 名となっていた。30 点

から 74 点までの中間層を見てみると、60 点から 74 点までの上位の層が激減してわずか 3 名、

45 点から 59 点までの中位の層に 18 名、30 点から 44 点までの下位の層に 23 名となっていて、

2013 年度は特に中下位の比重が大きかった。中間層以下が 51 名中 48 名を占め、かつてはあ

る程度存在していたそれ以上の層がほぼ消滅してしまったのは前年と同じであった。29 点以

下のほとんど基礎力のない学生は 4 名（前年は 9 名）に減っていたが、中間層上位の層も減っ

ていたことで相殺され、前年と同程度の平均点となっていた。2013 年度は中間層中下位に特

に多くの学生が集中しているという傾向がよく見てとれた。90 点以上のかなり基礎力のある

学生はひとりもいなかった。最高点は 88 点、次いで 82 点、80 点、70 点と続いていた。

次に、2014（平成 26）年度の結果について見てみたい。66 名が受験し、全体の平均点は約

55.7 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 13 である。

表 13　2014 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 66 名 約 55.7 点

受験者数は 15 名増加、平均点は前年と比べ 9.9 点の上昇であった。過去三年続けて最低レ

ベルに留まり、平均点 45 点前後という短大がかつて経験したことがない低レベルに悩まされ

ていたが、ここで一気に跳ね上がった。10 点近い上昇というのは過去に例がなかった。得点

分布を見てみると、ピークは 50 ～ 54 点のところにあり、11 名の学生がここにいた。その前

後の 55 ～ 59 点に 5 名、45 ～ 49 点に 6 名おり、大きな集団を形成していた。ピークが 10 点

上がっていたことと、第 2 のピークがふたつあり、65 ～ 69 点と 30 ～ 34 点のところにそれぞ

れ 8 名いたことが 2014 年度の特徴であった。前年までは、ピークより下位の層の人数が上位

の層よりも多く、グラフの形が下膨れしていたが、2014 年度はそれが逆転していた。30 点か

ら 74 点までの中間層を見てみても、60 点から 74 点までの上位の層に 13 名、45 点から 59 点

までの中位の層に 22 名、30 点から 44 点までの下位の層に 12 名となっており、前年が上位の

層がわずか 3 名、下位の層が 23 名だったことを考えると、ここに 2014 年度の躍進ぶりがうか

がえる。29 点以下のほとんど基礎力のない学生は 6 名、90 点以上のかなり基礎力のある学生

は 5 名であった。この年度には、一般入試（薬学部・理学部）の短大第二希望で入学した学生

が 16 名（坂戸キャンパス 12 名、紀尾井町キャンパス 4 名）おり、もともと短大第一希望で

あった 50 名の学生との得点の比較をしてみた。短大第一希望者 50 名の平均点は 51.1 点であ
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るのに対し、短大第二希望 16 名のそれは 70.3 点とずば抜けて高かった。90 点以上の 5 名（内、

紀尾井町キャンパス 1 名）はすべて第二希望者であった。このことから分かったことは、2014

年度のもともとの短大希望の学生のレベルはここ数年の中では一番高く、更にレベルの高い短

大第二希望入学者を加えて全体で前年より平均点 9.9 点の伸びになったということであった。

短大第二希望者がレベルを引き上げた例は 2010 年度にもあったが、当時は文系学部不合格の

学生たちであり、数値的に見ても 2014 年度ほどの衝撃ではなかった。薬学部・理学部を不合

格になったとはいえ、受験勉強を経験してきたということがこれほど基礎力確認テストの得点

の差となって表れるのかということを改めて実感させられる結果であった。

次に、2015（平成 27）年度の結果について見てみたい。65 名が受験し、全体の平均点は約

48.0 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 14 である。

表 14　2015 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 65 名 約 48.0 点

受験者数は 1 名減、平均点は前年と比べ 7.7 点の下落であった。前年に 10 点近く上昇した

ので期待されたが、残念ながら大幅に下がってしまった。大きく上昇した翌年はその反動で大

きく下落するという傾向がここでも見て取れた。得点分布を見てみると、ピークは前年と比較

して 20 点下がり、30 ～ 34 点のところに 12 名の学生がいた。第 2 のピークは 50 ～ 54 点（前

年のピーク）のところにあり、10 名となっていた。このふたつの山だけで 2015 年度のレベル

が想像できるが、更に詳しく中間層も見てみたい。30 点から 74 点までの中間層を見てみると、

60 点から 74 点までの上位の層に 15 名、45 点から 59 点までの中位の層に 18 名、30 点から 44

点までの下位の層に 19 名となっており、やはり中下位層の膨らみが目立った。前年が上位の

層に 13 名、中位の層に 22 名、下位の層に 12 名だったことを考えると、下位の層の 19 名、特

に 30 ～ 34 点のピークにいる 12 名が平均点を押し下げていたことが分かる。29 点以下のほと

んど基礎力のない学生は前年より 3 名増えて 9 名、90 点以上のかなり基礎力のある学生はゼ

ロ（前年は 5 名）であった。80 点以上も 3 名しかおらず、最高点は 88 点（紀尾井町キャンパス）、

次いで 82 点が 2 名であった。

次に、2016（平成 28）年度の結果について見てみたい。55 名が受験し、全体の平均点は約

49.4 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 15 である。

表 15　2016 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 55 名 約 49.4 点
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受験者数は 10 名減、平均点は前年と比べ 1.4 点の上昇であった。前回が 7.7 点の下落であっ

たので、やや不安があったが、前年と比較してわずかな上昇となった。得点分布を見てみると、

ピークは前年と比較して 5 点上がり、35 ～ 39 点のところに 8 名の学生がいた。第 2 のピーク

はふたつあり、一つ目はピークのすぐ上の 40 ～ 44 点のところに 7 名の学生がいて、ピークと

合わせて大きな集団を形成していた。もうひとつの第2のピークは50～54点のところにあり、

同じく 7 名となっていた。30 点から 74 点までの中間層を詳しく見てみると、60 点から 74 点

までの上位の層に 8 名、45 点から 59 点までの中位の層に 15 名、30 点から 44 点までの下位の

層に 19 名となっており、やはり中下位層の膨らみが目立った。ピークと第 2 のピークを含む

下位の層の 19 名が大きく平均点を押し下げていたことが分かる。2016 年度の特徴は、80 点以

上の学生が、坂戸キャンパスに 5 名、紀尾井町キャンパスに 1 名の計 6 名（前年は 3 名）いた

ことであるが、29 点以下のほとんど基礎力のない学生が 7 名おり、相殺される結果となって

いた。最高点は 96 点（2 名）、次いで 90 点、紀尾井町キャンパスの最高点は 88 点であった。

坂戸キャンパスの平均点は 49.3 点、紀尾井町キャンパスの平均点は 49.8 点となっていた。

次に、2017（平成 29）年度の結果について見てみたい。74 名が受験し、全体の平均点は約

50.3 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 16 である。

表 16　2017 年度英語力調査結果（4 月実施）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 74 名 約 50.3 点

受験者数は 19 名増、平均点は前年と比べ 0.9 点の上昇であった。2017 年度は日本人学生の

数が大幅に増加したので期待していたが、前年とほぼ同程度の水準となった。得点分布のピー

クは 40 ～ 44 点のところにあり、10 名の学生がここにいた。前年度のピークは 35 ～ 39 点であっ

たので、5 点上昇していた。第 2 のピークは 3 つあり、一つ目は、ピークのすぐ下、前年のピー

クの 35 ～ 39 点のところに 7 名、二つ目は、そのすぐ下の 30 ～ 34 点のところに 7 名となって

おり、ピークを含めたこの 3 つが大きな集団を形成していた。3 つ目は 55 ～ 59 点のところに

同様に 7 名となっていた。30 点から 74 点までの中間層の中の上位の層（60 点～ 74 点）と中

位の層（45 点～ 59 点）と下位の層（30 点～ 44 点）を詳しく見てみると、上位の層は 11 名、

中位の層は 18 名、下位の層は 24 名となっており、下の層に行けば行くほど数が多くなり、グ

ラフの形も下膨れしたものになっていた。75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生の

層は 9 名おり、90 点以上のかなり基礎力のある学生 2 名を加えて 11 名の本学のトップ集団を

形成していたが、29 点以下のほとんど基礎力のない学生が 10 名おり、相殺される結果となっ

ていたのは前年と同じ傾向であった。坂戸キャンパスの平均点は 50.9 点、紀尾井町キャンパ
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スの平均点は 49.1 点となっていた。最高点は 90 点が 2 名で、坂戸に 1 名、紀尾井町に 1 名となっ

ていた。

これまで、2002 年度から 2017 年度までの結果を見てきたが、2018 年度と 2019 年度につい

ては、筆者が UC Riverside Resident Director として米国に派遣されたために試験が実施でき

ず、この 2 年間についてはデータがない。2020 年 4 月に 2 年ぶりに再開する予定であったが、

冒頭で述べた通り、新型コロナウイルス感染拡大のため、前期においては授業開始が 5 月に遅

れ、またオンデマンド型のオンライン授業が実施されたため前期には実施できなかった。後

期においてもコミュニケーション基礎英語についてはオンライン授業が継続されたが、Zoom

によるリアルタイム形式の授業に変更されたため、1 月にはどうにか実施することができた。

しかしながら、依然として対面ではなくオンライン形式であったため、WebClass でのオンラ

イン試験とせざるを得なかった。2020 年度の試験がこれまでと違う点は、対面試験ではなく

WebClass を利用した自宅でのオンライン試験であったこと、受験者数は全体の 4 分の 3 程度

であったこと、1 月実施の年 1 回であったことの 3 点であった。

2020（令和 2）年度は、外国人留学生を除く 94 名が受験し、全体の平均点は約 71.1 点であっ

た。受験者数と平均点をまとめたものが表 17 である。

表 17　2020 年度英語力調査結果（1 月実施：WebClass）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 94 名 約 71.1 点

単純に 2017 年 4 月実施の結果と比較すると、受験者数は 20 名増、平均点は 20.8 点の上昇

となった。2020 年度は 1 月のみの実施であったので、ここでは直近の 2018 年 1 月に実施した

2017 年度第 2 回の結果を比較対象とした。2017 年度第 2 回（1 月実施）は 70 名が受験し、平

均点は 52.3 点、最高点は 90 点、最低点は 14 点であった。同年度第 1 回目（4 月実施）より 2.0

点の上昇であった。2017 年度第 2 回の 30 点から 74 点までの中間層の中の上位の層（60 点～

74 点）と中位の層（45 点～ 59 点）と下位の層（30 点～ 44 点）を見てみると、上位の層は 12

名、中位の層は 17 名、下位の層は 22 名となっていた。75 点から 89 点までのある程度基礎力

のある学生の層は 10 名、90 点以上のかなり基礎力のある学生は 1 名、29 点以下のほとんど基

礎力のない学生は 8 名であった。これと比較すると 2020 年度の数値は驚異的であった。71.1

点という平均点の高さは過去に例がなく、2017 年度第 2 回の平均点 52.3 点から 18.8 点の上昇

となっていた。得点分布グラフの中のピークはふた山あり、70 ～ 74 点と 50 ～ 54 点のところ

にそれぞれ 13 名の学生がいた。70 点台のピークというのも非常に高いレベルとなっていた。

中間層に目を向けると、中間層上位の層に 28 人、中位の層に 21 人、下位の層に 6 名となって
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おり、上に行けば行くほど人数が増える理想的な分布となっていた。さらに、75 点から 89 点

までのある程度基礎力のある学生の層は 21 名、90 点以上のかなり基礎力のある学生は 18 名、

29 点以下のほとんど基礎力のない学生はゼロであった。94 名中 87 名が 50 点以上で、50 点以

下は 7 名のみとなっていた。前年までとは試験のやり方そのものが違うため単純に比較するこ

とには無理があると思われるので、この年度のデータは参考値程度に留めておきたい。

次に、2021（令和 3）年度の結果について見てみたい。2021 年度は、2017 年度までと同様

に、同一問題を使用して対面形式で英語力調査を実施することができた。外国人留学生を除く

74 名が受験し、全体の平均点は約 52.1 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 18

である。

表 18　2021 年度英語力調査結果（4 月実施：対面）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 74 名 約 52.1 点

信頼できるデータとして最も新しい 2017 年 4 月実施の結果と比較すると、受験者数は同数

の 74 名、平均点は 1.8 点の上昇となった。得点分布グラフを見てみると、ピークは 2017 年度

と同じ 40 ～ 44 点のところにあり、11 名の学生がここにいて 2017 年度の 10 名と大差はなかっ

た。第 2 のピークはふたつあり、60 ～ 64 点と 30 ～ 34 点のところにそれぞれ 8 名となっていた。

60 ～ 64 点という高いレベルにある程度の学生が集まって第 2 のピークを形成することは比較

的珍しく、グラフも興味深い形になっていた。30 点から 74 点までの中間層の中の上位の層（60

点～ 74 点）と中位の層（45 点～ 59 点）と下位の層（30 点～ 44 点）を見てみると、上位の層

は 17 名、中位の層は 13 名、下位の層は 23 名となっていた。下位の層が 23 名と多く、全体と

してグラフがやや下膨れしているのはこれまで通りであったが、目を引くのは上位の層と中位

の層が逆転していたことであった。2017 年度は、上位、中位、下位、それぞれ 11 名、18 名、

24 名となっており、下の層に行けば行くほど数が多くなっていたが、2021 年度は上位の層が

中位の層より 4 名多くなっていた。さらに、75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生

の層は 8 名、90 点以上のかなり基礎力のある学生は 3 名いて、合わせて 11 名の本学のトップ

集団を形成していた。29 点以下のほとんど基礎力のない学生が 10 名いて、下位の層の 23 名

と合わせて全体を引き下げたので平均点はそれほど上がらない形になってはいたが、基礎学力

のある学生の入学が少しでも増えたことは喜ばしいことであった。坂戸キャンパスの平均点は

約 51.8 点、紀尾井町キャンパスは約 51.6 点となっていて、ほぼ同じレベルであった。

次に、2022（令和 4）年度の結果について見てみたい。前年度に引き続き、2017 年度までと

同様、同一問題を使用して対面形式で英語力調査を実施することができた。外国人留学生を除
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く 79 名が受験し、全体の平均点は約 50.3 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表

19 である。

表 19　2022 年度英語力調査結果（4 月実施：対面）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 79 名 約 50.3 点

前年度と比較すると、受験者数は 5 名増、平均点は 1.8 点の下落であった。前年からやや下

がりはしたものの、平均点で 50 点以上というのは近年では決して低い数値ではなかった。近

いところでは 2017 年度（受験者数 74 名、平均点 50.3 点）とほぼ同程度の水準となっていた。

得点分布グラフを見てみると、ピークは2021年度、2017年度と同じ40～44点のところにあり、

12 名の学生がここにいた。2022 年度は第 2 のピークは 3 つあり、上から 70 ～ 74 点、50 ～ 54

点、45 ～ 49 点のところに 8 名いた。注目すべきは 70 ～ 74 点という高いレベルにある程度の

学生が集まって第 2 のピークを形成していたことであった。この傾向は前年にも見られたが、

前年の第 2 のピーク 60 ～ 64 点（8 名）を 10 点上回っていた。第 2 のピークの 50 ～ 54 点（8

名）と 45 ～ 49 点（8 名）はピークの 40 ～ 44 点（12 名）と一体となって 28 名という大きな

集団を形成しており、全受験生の 3 人に一人以上がここに属していた。30 点から 74 点までの

中間層の中の上位の層（60 点～ 74 点）と中位の層（45 点～ 59 点）と下位の層（30 点～ 44 点）

を見てみると、上位の層は 19 名、中位の層は 21 名、下位の層は 23 名となっていた。下位の

層が 23 名と多く、全体としてグラフがやや下膨れしていたのはこれまで通りであったが、そ

れでもほぼ同数の学生がそれぞれに点在していて、それぞれの層が 2 名差で肉薄していた。平

均点が前年度を上回らなかった理由は、中間層以上の学生数と以下の学生数の差にあった。75

点から 89 点までのある程度基礎力のある学生の層は 4 名（前年 8 名）、90 点以上のかなり基

礎力のある学生は 2 名（前年 3 名）いて、合わせて 6 名の本学のトップ集団を形成していた。

これに対して、29 点以下のほとんど基礎力のない学生が 10 名（前年も 10 名）いて、下位の

層の 23 名と合わせて全体を引き下げていたので、平均点は前年以上には上がらない形になっ

ていた。坂戸キャンパス 53 名の平均点は約 50.0 点、紀尾井町キャンパス 26 名の平均点は約

51.0 点となっていて、紀尾井町キャンパスの方が僅かに高かった。

最後に昨年度 2023（令和 5）年度の結果について見てみたい。2023 年度も前年度に引き続

き、同一問題を使用して対面形式で英語力調査を実施することができた。外国人留学生を除く

60 名が受験し、全体の平均点は約 49.7 点であった。受験者数と平均点をまとめたものが表 20

である。
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表 20　2023 年度英語力調査結果（4 月実施：対面）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 60 名 約 49.7 点

前年度と比較すると、受験者数は 19 名減、平均点は 0.6 点の下落であった。前年からやや

下がりはしたものの、平均点で 50 点弱というのは満足のいく数値ではないが、近年では決し

て低いレベルというわけではなかった。近いところでは 2016 年度（受験者数 55 名、平均点

49.4 点）とほぼ同程度の水準となっていた。得点分布グラフを見てみると、ピークは 50 ～ 54

点のところにあり、8 名の学生がここにいた。2022 年度と 2021 年度及び一時中断前の 2017 年

度のピークが 40 ～ 44 点にあったことを考えると、ここ数年の中ではかなりピークが高いこと

が分かった。50 ～ 54 点のピークは、前年から大幅に上昇して平均点が 55.7 点になった 2014

年以来のことであった。第 2 のピークの位置も高く、55 ～ 59 点と 40 ～ 44 点のところに 7 名

ずつの学生がいた。50 ～ 54 点のピーク 8 名と 55 ～ 59 点の第 2 のピーク 7 名の計 15 名は全

体の 4 分の 1 の数を占め、大きな集団を形成していた。30 点から 74 点までの中間層の中の上

位の層（60 点～ 74 点）と中位の層（45 点～ 59 点）と下位の層（30 点～ 44 点）を見てみると、

上位の層は 9 名、中位の層は 17 名、下位の層は 16 名となっていた。中位の層が下位の層を 1

名ではあるが上回り、これまでの下位層になればなるほど人数が多くなる下膨れした形から脱

却していた。75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生の層は 8 名（前年 4 名）、90 点

以上のかなり基礎力のある学生はいなかった（前年 2 名）が、中間層の上位の層 9 名と合わせ

て 17 名の本学のトップ集団を形成していた。これに対して、29 点以下のほとんど基礎力のな

い学生が 10 名（前年も 10 名）いて、平均点を引き下げていた。特に、24 点以下が 4 名（24 点、

22 点、18 点、16 点）もいたので、グラフの形は悪くはないが、平均点にしてみると例年並み

という特異な結果になっていた。坂戸キャンパス 34 名の平均点は約 49.7 点、紀尾井町キャン

パス 26 名の平均点は約 49.6 点となっていて、差異はなかった。

3.　今年度の結果について

今年度も昨年度に引き続き、同一問題を使用して対面形式で年 2 回の英語力調査を実施する

ことができた。ここではまず 4 月実施の第１回の結果について検証していきたい。従来通り、

出題形式は全問マークシート方式、試験時間は 1 時間、全 50 問で 100 点満点の試験とした。

外国人留学生を除く 40 名が受験し、全体の平均点は約 50.9 点であった。受験者数と平均点を

まとめたものが表 21 である。
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表 21　2024 年度英語力調査結果（4 月実施：対面）
学　科 受験者数 平均点

ビジネス総合 40 名 約 50.9 点

昨年度と比較すると、受験者数は 20 名減、平均点は 1.2 点の上昇であった。受験者数は大

幅に減ったが、平均点で 50 点前後というのは、近年では平均的なレベルと言えよう。まずは

得点分布グラフを見てみたい。

2024 年度英語力調査結果得点分布グラフ（4 月実施）

今年度2024年度のピークは昨年度同様50～54点のところにあり、6名の学生がここにいる。

2017、2021、2022 年度のピークが 40 ～ 44 点にあったことを考えると、昨年に引き続き今年

もかなり高いピークを維持していることが分かる。第 2 のピークはふたつあり、55 ～ 59 点と

35 ～ 39 点のところに 5 名ずつの学生がいる。55 ～ 59 の第 2 のピークも高い位置にある。30

点から 74 点までの中間層の中の上位の層（60 点～ 74 点）と中位の層（45 点～ 59 点）と下位

の層（30 点～ 44 点）を見てみると、上位の層は 9 名、中位の層は 13 名、下位の層も 13 名となっ

ている。中位の層と下位の層が同数の13名、その上に上位の層の9名という構造になっており、

グラフの形自体は悪くない。90 点以上のかなり基礎力のある学生はいないが、75 点から 89 点

までのある程度基礎力のある学生の層の 3 名は中間層上位の層 9 名と合わせて 12 名の本学の

トップ集団を形成している。29 点以下のほとんど基礎力のない学生は 2 名と減少している。

例年ならば、29 点以下のほとんど基礎力のない学生と中間層の下位の層が多く、グラフが下

膨れした形になるのであるが、今年度はそうはなっていない。この得点分布ならばもう少し平

均点が上がっていてもよいはずであるが、そうはなっていない。その理由は、2 名のほとんど

基礎力のない学生の点数の低さにあると思われる。1 名は 24 点、もう 1 名は 18 点となってい

5
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る。受験者数が 40 名と少ないので、この 2 名がかなり平均点を引き下げている。逆に言うと、

ごく少数の基礎力のない学生を除いては、多くの学生がある程度のレベルを維持できていると

も言えよう。最高点は、82 点（紀尾井町キャンパス）、次いで 76 点が両キャンパス 1 名ずつ

計 2 名、74 点、70 点（どちらも坂戸キャンパス）と続いている。2011 年度から 2013 年度に

かけて平均点が 45 点前後であった時と比較すると最近ではだいぶ底上げがされているように

感じられる。学生の反応も当時とは比較にならないほど良くなったように思われる。坂戸キャ

ンパス24名の平均点は約48.9点、紀尾井町キャンパス16名の平均点は約54.0点となっていて、

大きな差がついた。この理由は、大きく平均点を引き下げている学生が 2 名とも坂戸キャンパ

ス所属であるためと考えられる。

4.　1 月実施の英語力調査および TOEIC® Listening & Reading IP テストの結果について

これまで、毎年 4 月に実施されてきた英語力調査を基にして、今年度の学生の英語力を考察

してきたが、1 月の最終授業時に 4 月の時と全く同じ条件で同じ試験を実施し、どの程度スコ

アが伸びたかを調査し、年間を通じてどの程度学習成果を獲得できたのかを測定した。第 1 回

目（4 月実施）と第 2 回目（1 月実施）のテストの平均点と得点差をまとめたものが表 22 である。

表 22　2024 年度英語力調査結果年間比較
第 1 回目（4 月実施） 第 2 回目（1 月実施） 得　点　差

約 50.9 点 約 58.7 点 プラス 7.8 点

第 2 回目（1 月）は 39 名が受験し、平均点は 58.7 点で、第 1 回目より 7.8 点の上昇であった。

上昇幅は昨年度と同じであった。2008（平成20）年度以降の得点差推移を見てみると、2008年度：

プラス 1.7 点、2009 年度：プラス 4.0 点、2010 年度：プラス 3.8 点、2011 年度：プラス 4.7 点、

2012 年度：プラス 5.0 点、2013 年度：プラス 2.3 点、2014 年度：プラス 2.7 点、2015 年度：プ

ラス 4.9 点、2016 年度：プラス 0.9 点、2017 年度：プラス 2.0 点、2018 ～ 2020 年度：データなし、

2021 年度：プラス 5.1 点、2022 年度：プラス 3.7 点、2023 年度：プラス 7.8 点となっており、

今年度のプラス 7.8 点は 2023 年度同様、2008 年度以降最大の上げ幅であった。坂戸キャンパ

スと紀尾井町キャンパスを比較してみると、坂戸は受験者数 1 名減の 23 名で平均点 48.9 点か

ら 55.7 点へ 6.8 点の上昇、紀尾井町は受験者数変わらずの 16 名で 54.0 点から 63.1 点へ 9.1 点

の上昇となっており、坂戸もさることながら紀尾井町の上昇幅には目を見張るものがある。今

年度の学生がこのように高い学習成果を獲得できた理由は主に二つあるように思われる。一つ

目の理由は、先に述べた 75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生の層 3 名と中間層の
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上位の層 9 名を合わせた 12 名の本学トップ集団が周りの学生によい影響を与えたことではない

だろうか。予習をしてから授業に臨み、真面目に授業を受け、グループワークを楽しく、積極

的にこなす。授業後は課題に取り組み、分からない箇所があれば教員に気軽に質問をする。トッ

プ集団の学生が模範を示し、周りの学生も自然と引き込まれるように同様の姿勢で授業に参加

する。このようなサイクルが特に坂戸キャンパスの上位クラスと紀尾井町クラスでは生まれ、年

間を通してうまく機能したように感じられる。クラスの雰囲気も大変よく、多くの学生が楽しく

英語を勉強しているように感じられた。二つ目の理由は、クラスの人数であろう。坂戸 1 限クラ

ス（上位）は 13 名、坂戸 2 限クラス（下位）は 12 名、紀尾井町クラスは 16 名という少人数の

クラスで授業を行うことができた。学生の管理も行いやすかったし、どの学生がどの程度の理

解力なのかを容易に把握でき、指導がやりやすかった。個別指導を織り交ぜながら授業を進め

られたことが全体のレベルアップにつながったのかもしれない。得点分布グラフを見てみると、

ピークは 50 ～ 54 点（4 月：6 名）から 70 ～ 74 点（1 月：5 名）に上がっており、実力をつけ

た学生が多いことが分かる。ピークはもう一つ 35 ～ 39 点のところ（5 名）にもある。30 点から

74 点までの中間層のバランスを見てみると、上位の層（60 点～ 74 点）は 12 名（4 月は 9 名）、

中位の層（45 点～ 59 点）は 8 名（4 月は 13 名）、下位の層（30 点～ 44 点）10 名（4 月は 13 名）

となっており、中下位の層の比率がかなり低くなっている。90 点以上のかなり基礎力のある学

生も 1 名となり、75 点から 89 点までのある程度基礎力のある学生の層は 4 月の 3 名から 4 名増

えて 7 名となっている。29 点以下のほとんど基礎力のない学生は 2 名から 1 名に減っている。

上位の層に更に学生が集まっているので、グラフの形状も 4 月よりも明らかによくなっている。

また、今年度も、12 月に両キャンパスで実施された TOEIC® Listening & Reading IP テス

トを受験するように指導し、坂戸キャンパスの学生が受験した。全学との比較は表 23 と表 24

の通りである。

表 23　第 3 回 TOEIC® Listening & Reading IP テスト結果（坂戸：12 月 6 日実施）
大　学 受験者数 平均点

短大（坂戸） 1 名 280 点
全学（坂戸：短大含む） 38 名 404.9 点

表 24　第 1 回 TOEIC® Listening & Reading IP テスト結果（紀尾井町：12 月 7 日実施）
大　学 受験者数 平均点

短大（紀尾井町） 0 名 なし
全学（紀尾井町：短大含む） 3 名 413.3 点

（全学紀尾井町 3 名は数学科学生）
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全学的に見て今年度も受験者数は少なかった。短大坂戸キャンパスは 12 月に 1 名受験で

280 点であった。紀尾井町キャンパスの短大生の受験はなかった。この他、全学坂戸キャンパ

スでは、第 1 回（6 月 7 日）と第 2 回（7 月 12 日）にも TOEIC® Listening & Reading IP テ

ストが実施された。第 1 回の受験者数は 27 名で全学平均点は 399.8 点、内短大生は 1 名受験

して 295 点、第 2 回の受験者数は 19 名で全学平均点は 441.1 点、内短大生は 2 名受験して平

均点は 262.5 点であった。

5.　おわりに

最後にもう一度、全体の調査結果を振り返り、今後の英語教育の指導について考えてみた

い。2002（平成 14）年度から 4 月実施時の平均点の推移を見てみると、2002 年度：56.9 点、

2003 年度：54.5 点、2004 年度：50.5 点と年々下降の一途をたどり、2005 年度に 56.5 点といっ

たん上昇に転じた。しかし 2006 年度に 48.3 点と大きく下げ、2007 年度：51.0 点、2008 年度

も 51.0 点と戻したが、2009 年度は 46.0 点と下げた。2010 年度は 53.5 点と大きく上昇したが、

2011 年度は 43.7 点と過去最低を記録し、2012 年度：44.9 点、2013 年度：45.8 点と 3 年連続で

45 点前後の低水準で推移した。2014 年度に 55.7 点と 10 点近く上昇したが、2015 年度に 48.0

点と大きく下落し、2016 年度は 49.4 点、2017 年度は 50.3 点であった。2018 年度と 2019 年度

のデータはなく、オンラインで実施した 2020 年度 1 月は 71.1 点（参考値）、2021 年度は 52.1

点、2022 年度は 50.3 点、2023 年度は 49.7 点、2024 年度（今年度）は 50.9 点であった。2002

（平成 14）年度からの数値を見てみると、2004 年度までは下がり続け、やがて 50 点前後に落

ち着いている。その後は、突発的に高い年度（2005、2010、2014 年度）と低い年度（2009、

2011、2012、2013 年度）はあるが、概ね 50 点前後で推移していることがわかる。このことを

考えると、今年度の 50.9 点の平均点というのは決して低い数値ではない。前述したように、

数名の極端に点数の低い学生が平均点を引き下げて全体として数値が低くなっているのであっ

て、他の学生のレベルは比較的高かった。50 ～ 54 点と高いピークのところに 6 名の学生がい

たことに加え、第 2 のピークの位置も高く、55 ～ 59 点のところに 5 名の学生がいたことがそ

れを裏付けている。これらを合わせた 11 名が、75 点から 89 点までのある程度基礎力のある

学生の層 3 名と中間層の上位の層 9 名を合わせた 12 名の本学のトップ集団と融合して、年間

を通して全体を引っ張っていった。特に坂戸キャンパスの上位クラスと紀尾井町クラスでは、

真面目でやる気のある学生が多くいたので授業中の雰囲気はたいへん良く、得点上位の学生が

英語を苦手とする学生に対してよい影響を与えていたように感じられる。このような環境が

あったからこそ、プラス 7.8 点という高い学習成果を獲得できたのだと思う。昨年度から続い

ているこの高い年間の学習成果の獲得は評価されるべきだと思う。今年度も、年間を通して対
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面授業を実施することができたが、2020 年度から実施されていたオンライン授業から学んだ

ノウハウも授業に根付いてきた。具体的には、WebClass を利用した課題の提出と試験の実施、

Teams への授業資料のアップロード、パソコンとスクリーンを用いた音声・映像の授業への

導入等が挙げられる。今年度はこれらをかなり効果的に授業に活用できたと思っている。加え

て、対面ならではのペアワーク等のアクティブラーニングの要素も授業に取り入れ、単に学生

が座って聞いているだけの授業ではなく、手や口や体を動かし、間違ってもいいので何とかコ

ミュニケーションを取るように指導したことも効果的であった。今後はこのような授業方法を

継続しながら発展させることに加え、授業に部分的に AI の要素を導入することにより、学生

たちの更なる学習成果獲得に向けてより魅力的な授業に改善していこうと考えている。




